
子育てママつながろう。
支援センター（みささこども園内に併設）には、
子ども達とママ達の笑いが絶えません。

第91号　平成25（2013）年　７月号

主な内容……議会報告会、６月定例会
　　　　　　常任委員会・一般質問

●まちの人口　６月30日現在　総数 7,001人  男 3,316人  女 3,685人  世帯数 2,595世帯　●面積 233.46㎢



4地域で、議会報告会を開催！！
68名の住民が参加！！   多岐にわたっての課題に ついて懇談

御　礼
この度の「議会報告会」において、地域協議会の皆様に大変ご協力いただき感謝申し上げ
ます。このほかにも、多数の課題についてご意見を頂きました。今後は、これらの課題
について各議員がそれぞれの課題を調査研究することになりました。
　今後も、議会活動にご協力いただきますよう、お願いいたします。

※ブランナール
・ホテル事業ではない活用にしてはどうか。誰でも入れ
る浴場を造ってはどうか。

・旅行業者のツアーに頼っているように見えるが、本気
でやろうとするなら地元に使ってもらう事が大事でな
いか。ブライダルはもう終わり。玄関を入っても従業
員は下を向いたままの時がある。宿泊施設でなく別の
活用方法を考えるべきでないか。

・職員のレベルアップを早急にすべきでないか。町民の
入浴時間が制限されていて不便である。

・このまま公営でいくとすれば、今から大きく方向転換
する検討をすべきでないか。

・町民よりお客さん重視のように見える。町民にとって
必要な施設というのがハッキリしないといけない。

※観光行政
・三朝温泉に駐車場がない。

・自然の景観を取り込んで情緒豊か
にすることが大事でないか。

・温泉だけではなく、そこから少し
離れた観光行政を考えるべきでな
いか。それぞれの地域の良さを見
直して住民それぞれが考える時期
でないか。

※小学校の統合
・統合するのなら３校同時に行
うべきと強く言ってほしい。

・議会として小学校は３校統合
という考えはないか。

・議会議員が、もっと子ども達
の事を考えて、統合に向けて
積極的にしてほしい。

※議員定数
・定数削減はしないのか。議員１人当たりの町
民の数を出したが、三朝町は少ない。

・仕事の出来る議員なら報酬が高くなっても町民は
納得するので早いうちに検討していただきたい。

・地域協議会連絡会でも話しが出た。議員削減
について考えてほしい。

※議員の役割
・執行部の提案に対して良い悪いが仕事なのか。議員提案は出来な
いのか。
・一般質問の中で町長答弁に対して突っ込みができる議員さんが少
ないでないかと思う。
・もっと住民と話をされるべきでないか。
・議会放映の回数を増やしてほしい。議員の質問の後の態度が悪い。
・民意を反映させるような活動をしていただきたい。
・もっと住民と意見交換をされるような活動をしていただきたい。
・部落要望の内容について議員は掌握されているか。
・継続している事業については英断をふるって見直してほしい。

※三徳山・世界遺産登録
・世界遺産登録は何時までするの
か。あきらめてはどうか。住民は冷
めている。

・２０年の内に世界遺産登録できる
と議会は約束出来るか。ダラダラ
と登録運動をやっていてもダメで
ないか。

　皆さんから頂いた、貴重な
ご意見や町政の課題につい
て、議員全員で集約し、まとめ
たものを、議長、副議長を通し
て、吉田秀光三朝町長に提出
いたしました。

　　みささ議会だより　平成25年（2013）７月②



4地域で、議会報告会を開催！！
68名の住民が参加！！   多岐にわたっての課題に ついて懇談

御　礼
この度の「議会報告会」において、地域協議会の皆様に大変ご協力いただき感謝申し上げ
ます。このほかにも、多数の課題についてご意見を頂きました。今後は、これらの課題
について各議員がそれぞれの課題を調査研究することになりました。
　今後も、議会活動にご協力いただきますよう、お願いいたします。

※ブランナール
・ホテル事業ではない活用にしてはどうか。誰でも入れ
る浴場を造ってはどうか。

・旅行業者のツアーに頼っているように見えるが、本気
でやろうとするなら地元に使ってもらう事が大事でな
いか。ブライダルはもう終わり。玄関を入っても従業
員は下を向いたままの時がある。宿泊施設でなく別の
活用方法を考えるべきでないか。

・職員のレベルアップを早急にすべきでないか。町民の
入浴時間が制限されていて不便である。

・このまま公営でいくとすれば、今から大きく方向転換
する検討をすべきでないか。

・町民よりお客さん重視のように見える。町民にとって
必要な施設というのがハッキリしないといけない。

※観光行政
・三朝温泉に駐車場がない。

・自然の景観を取り込んで情緒豊か
にすることが大事でないか。

・温泉だけではなく、そこから少し
離れた観光行政を考えるべきでな
いか。それぞれの地域の良さを見
直して住民それぞれが考える時期
でないか。

※小学校の統合
・統合するのなら３校同時に行
うべきと強く言ってほしい。

・議会として小学校は３校統合
という考えはないか。

・議会議員が、もっと子ども達
の事を考えて、統合に向けて
積極的にしてほしい。

※議員定数
・定数削減はしないのか。議員１人当たりの町
民の数を出したが、三朝町は少ない。

・仕事の出来る議員なら報酬が高くなっても町民は
納得するので早いうちに検討していただきたい。

・地域協議会連絡会でも話しが出た。議員削減
について考えてほしい。

※議員の役割
・執行部の提案に対して良い悪いが仕事なのか。議員提案は出来な
いのか。
・一般質問の中で町長答弁に対して突っ込みができる議員さんが少
ないでないかと思う。
・もっと住民と話をされるべきでないか。
・議会放映の回数を増やしてほしい。議員の質問の後の態度が悪い。
・民意を反映させるような活動をしていただきたい。
・もっと住民と意見交換をされるような活動をしていただきたい。
・部落要望の内容について議員は掌握されているか。
・継続している事業については英断をふるって見直してほしい。

※三徳山・世界遺産登録
・世界遺産登録は何時までするの
か。あきらめてはどうか。住民は冷
めている。

・２０年の内に世界遺産登録できる
と議会は約束出来るか。ダラダラ
と登録運動をやっていてもダメで
ないか。

　皆さんから頂いた、貴重な
ご意見や町政の課題につい
て、議員全員で集約し、まとめ
たものを、議長、副議長を通し
て、吉田秀光三朝町長に提出
いたしました。

　③



６月定例議会

建設水道課
○保育園の解体工事について
　�　東保育園と三朝保育園の解体工

事に入っているが、東保育園は軒下
のボードに、三朝保育園は内部の壁
面と天井材にアスベストの含有があ
り、どちらも工期延長となる。アス
ベストの処理費用は、別に３社の見
積徴収を行い、単価決定を行う。

農林課
○�補正予算：梨の春期低温降ヒョウ
被害緊急支援事業補助金261千円

　�　梨農家12戸に対して、４月26日
の降ヒョウと、花芽が付く時期が
低温であったため生育が遅れてお
り、防除の回数がかなり増えるこ
とから、県、町、農協で1/3ずつ補
助をする。補助単価は１反当たり
3,900円で算定。

○地籍調査の進捗状況
　�　地籍調査は、直営で俵原、土地

改良連合会が中津、鉛山、柿谷、
実光を実施中。下畑、三軒屋、大谷、
田代については委託の準備をして
いる。
○�町が出資している㈲グリーンサービ
スの社長が三朝町長吉田秀光氏か
ら片柴の森嶋誠美氏に交代された

町民課
○�みささこども園の一時預かり事業
2,209千円が、県の補助対象事業に
○�障害児保育費で、賀茂保育園の３
名が４名となり891千円の増

ブランナール
○平成24年度仮決算について
　�　これ以上売り上げが下がると非

常に厳しい状況であり、25年度は最
低でも３億円の売り上げを目標に頑
張りたい。

　�　今年は、創業50周年ということで
色々な企画を考えている。町民の方
に気軽に来ていただけるよう努力し
ていきたい。

企画観光課
○�出張 ! なんでも鑑定団 in 三朝が決
まり2,125千円

　�　平成25年12月1日 ( 日 ) 三朝町総
合文化ホールにて開催。

○三朝温泉開湯850周年記念事業
　�　当初予算3,400千円、今期補正額

6,000千円、補正後予算額9,400千円
　�　「開湯850年記念事業実行委員会」

を設立し、同企画委員会を開催。今
後は、随時、企画委員会及び三朝
温泉街再生プロジェクト実行委員
会を開催して事業に取り組む。

○�三朝町多目的展示施設（旧みささ美
術館）の指定管理者による事業概
要について
○�三朝温泉観光商工センター改築事
業にかかる設計協議経過について

　・実施設計　平成25年7月～ 9月
　・既存施設解体
　　　　　　　平成25年8月～秋頃
　・建築工事　�平成25年秋頃～
　　　　　　　平成26年７月頃を予定
○�三朝町制施行60周年記念事業として
「ヤマセミ（町の鳥）を探せ」を実施

危機管理課
（委員）�　デジタル防災無線への移行

に伴い、個別受信機を新しくす
ることについて。アパートとか
には付いていない率が高いと思
うがどうか？

（回答）�　最終的に協議の上で数量を決
定していく予定。機器の価格も
あり予算的なもの等を踏まえて
検討する。

教育総務課
（委員）�　遠距離通学補助金が増えて

いるが・・・
（回答）�　転入が２人あり、新たに補助

金が発生するための補正である。

（委員）�　三佛寺の防犯カメラの補助
金は？

（回答）�　三佛寺が事業主体で、4,146千
円の防犯対策を行うもので、県
が２分の１補助、町は45% 補助。
三佛寺の負担は５%。しかし、
町が25% 補助することで、県の
間接補助が20%ある。

総務課
（委員）�　国が、給与カットの措置とし

て交付税の削減をしているが…
（回答）�　国が平成24年度25年度の２

年間7.8% 削減してきている。金
額として3,100万円。しかし、三
朝町は平成16年度に昇給停止を
行っており、独自に給与削減を
行ってきたため、これに伴う給
与削減は行わない。

健康福祉課
（委員）�　子宮頸がんの副作用が、問

題となっているがどうか？
（回答）�　副作用救済制度の報告は聞い

ていない。今後は防災無線ホー
ムページなどで、接種の勧奨を
控えることを伝えていく。

（委員）�　風疹ワクチン予防接種費助
成について

（回答）�　接 種 費 用は、1万 円 から1
万２千円の間ぐらいであり、接
種費用の３分の２（上限８千円）
の助成を行う。

産業民生常任委員会

総務教育常任委員会

６月定例議会

　　みささ議会だより　平成25年（2013）７月④



7人の議員が一般質問

福田
　�　平成25年３月19日の全員協

議会で、教育委員会より町内小
学校のあり方が報告された。

　�　「南小と西小を平成30年まで
に統合する事が望ましい。東小
については、今後充実した教育
環境の保障を含めて、保護者
や地域の方々と意見交換を続
けながら、統合の是非及びそ
の時期を検討する必要がある。」
とのことでした。

　�　以前に議会は「３校の統合
をすべき」と言ってきました。
東小に対する結論が、これで
いいのかと考えるところです。
教育長
　�　少人数学級の現状を考えま

すと、南小学校は限界にきてい
ると判断しました。

　�　東小学校では、児童数は当
面現状のまま推移すると見られ
るため、実際の児童数を注視し
ながら統合について判断する必
要があると考えています。

　�　また、地域協議会に関しま
しては、小鹿と三徳の場合、

存続を望む声が多く、竹田で
は児童たちの教育を最優先に
考えてほしいという意見が多
かった。保護者アンケートで
は、南小は統合に賛成が67％、
東小では賛成、反対が拮抗し
ておりました。

　�　教育委員会では、教育委員
の任務をしっかり果たすために、
教育的見地に重点を置いて町
内小学校のあり方を検討しまし
た。委員の意見も当然に様々な
ものがありまして、議論百出し
ましたが、最終的には、保護者
の意見を踏まえないのでは教育
効果が上がらないという考え方
から、アンケートや懇談会の結
果を基本にして結論としました。
福田
　�　今後、有識者等の委員会の

設置について、どう進めるのか。
教育長
　�　現在、地域協議会への説明

がまだ終わっておりません。そ
の後に有識者会議を開催した
いと考えております。

福田
　�　南小は、来年度から１人学級

が２学年できるが、平成30年ま
で統合を延ばすのはどうかと思
うが。
教育長
　�　平成30年を目途としておりま

すが、これから議論していく中
で平成30年が早まることもあり
得ると考えています。
福田
　�　東小の保護者アンケートで

は、統合してもよいが半分、反
対半分ということだが、今後、
校区を変える方が発生する確
率が高いと思うが。
教育長
　�　みささこども園が出来てから

保護者の意見も変わってきてい
ると思っています。そのあたり
をよく研究しながら方向性を出
していきたい。

福田茂樹議員

小
学
校
の
あ
り
方

答 ��教育長：�まず西小と南小の統合を、東小
については今後検討する

問 ��町内３小学校を統合すべきではないか

福田
　�　町長は教育委員会より町内

小学校のあり方について報告を
受けられました。

　�　以前、町長は当面小学校は
統合をしない等の発言がありま
した。今回の報告を受けて、町
長は小学校統合をどう判断さ
れるのか伺うものであります。

町長
　�　この３月に教育委員会より町

内小学校の今後のあり方につ
いて報告書を受け取りました。

　�　私は、この報告に対し、教育
委員の皆さん方の意見集約に
感謝するとともに、町長として
しっかり判断したいと申し上げ
たところであります。

　�　私の判断は、教育委員会が
各課題等を整理されてからに
なるものと認識をしておりま
す。学校のあり方は、教育委
員会の最も任務の最たる部分
でありますので、教育委員会
の考え方を大切にしたいと思
います。

答 ��町長：教育委員会でしっかり議論をされた後、判断したい

　⑤



三朝町の明日に期待

知久馬
　�　三朝東郷湖県立自然公園の

中国自然歩道について、三朝町
内には羽衣石城跡へのみち、三
朝高原へのみち、三徳山と俵原
高原のみちがありますが、現在
どのように利用され、活用され
ているか。
町長
　�　中国自然歩道は、昭和50年

代に環境省と県により指定され
たもので、町内では、羽衣石か
ら山田までの羽衣石城へのみち
として６㎞、三朝から三朝高原
までの３㎞、三徳から俵原まで
の５㎞が指定され、指導標や
案内看板のほか、動植物や文
化財の解説板などが整備され
ている。

　�　県が委託する歩道管理員に
より巡回や、歩道補修が行われ
るなど、安全管理と利用促進の
ための体制が整えられている。

知久馬
　�　説明されたように、これらの

ことについてのＰＲはどのよう
にされているか。
町長
　�　三朝温泉街では、観光商工

センター横の温泉広場を発着点
にウォーキングコースが設定さ
れており、三朝高原まで往復す
る「緑の健脚コース」ほか、南
苑寺を巡る「心の安らぎコース」
ふるさと健康むらを巡る「水辺
のプロムナードコース」、湯の街
ギャラリーを巡る「ホルミシス
満喫コース」のコース案内に併
せ、見どころ、消費カロリーな
ども表示した案内板を、温泉街
の中心に８か所設置している。
知久馬
　�　ウォーキングコース等８つの

コースについては、ただ看板だ
けが設定してあるだけでしょう
か。そのほかどのような宣伝が

してあるのでしょうか。
町長
　�　看板８か所については、旅

館組合で資料をつくり、それぞ
れの宿に配布している。
知久馬
　�　標識等があっても、口コミも

大切。行政もさることながら観
光協会、旅館組合等と連携し
ながらＰＲすることが大切。
町長
　�　ウォーキングをする人も多く

あるように聞いている。観光協
会、旅館組合、商工会を通じ
ＰＲ用パンフレットも作るよう
努力していく。

知久馬二三子議員

三
朝
の
活
性
化

答 ��ウォーキングコースのＰＲについて
　 関係団体と協議して努力したい

問 ��山林原野を利用した活性化促進

知久馬
　�　道路、公衆便所の整備につ

いて、町道、県道を含めて横
断歩道の白線、道路中央の白
線や黄線がはげ落ちているの
で整備してほしい。
町長
　�　町道については、地域の要

望等も踏まえ、交通安全施設
の整備とあわせて計画的に白
線の引き直しを行っている。

　�　県道については、県が定期
的に道路点検を行っている。

知久馬
　�　公衆便所について、特に図

書館横の車いす用の便所は扉
の閉まりがよくなく、便座を拭
く用紙もありません。消毒用の
用紙を置くべきだと思います。

　�　ここだけでなく、全体的に公
衆便所の整備が必要だと思う。
旅行客等は不愉快な気分にな
ると思う。
町長
　�　図書館横のトイレは、役場庁

舎とあわせて町のシルバー人材

センターに委託し、毎日清掃し
ている。扉の鍵の件については
修繕を行った。

　�　町内の公衆トイレは、これ以
外に12か所あるが、管理につ
いては地域の皆さんや町のシル
バー人材センター、さらに観光
協会に委託している。

　�　便座を拭くぺーパーについて
は、コストの事を考慮し、トイ
レットペーパーで対応していた
だければと思っている。

環
境 答 ��コストのことを考慮して現状で対応

問 ��道路、公衆便所の整備について

　　みささ議会だより　平成25年（2013）７月⑥



7人の議員が一般質問

山田
　�　三朝町では最近大きな契約

が３件成立した。こども園、
観光商工センターと美術館で
ある。いずれもプロポーザル
方式の随意契約であり、実施
については要領要項でその都
度決まることになっている。

　�　こども園と観光商工セン
ターの要項について、「公開ヒ
アリングを行い、一次審査の
結果とあわせて受託者を選定
する」とあるが、どんなスケー
ルを使って公開ヒアリングを
どう評価されたのか。

　�　審査委員の選任では、担当
課が選考委員の原案を起案す
るそうだが、おかしな話だ。

　�　審査方法では複数の採点項
目があるが、選考対象者に示
したり示さなかったりしてい
る。何よりも採点結果と審査
委員の最終決定が異なる場合
もあると聞いている。

　�　客観性公平性を確保すると
いう視点でプロポーザルに関
する条例を設定すべきだと思
うが。

　�　また、指定管理者の選定に
おいては条例第３条にはすべ
てをクリアしなければならな
い項目の１つに「経費の縮減
が図られるもの」とある。審
査においてこれに関する配点
は高いはずであるが。
町長
　�　募集要領等や審査委員の選定

は私が決裁して決定している。

　�　審査の採点項目について
は、いずれの場合でも募集要
項等で事前に提示している。

　�　他の自治体ではプロポーザ
ルに関する条例を設置してい
るところもあるが、三朝町で
は委員会設置要綱を定めてい
る。公平性・客観性などは問
題ないと考えている。

　�　また指定管理者の選定に
は、高い水準のサービス・効
果的な施設運営・地元貢献と
いう観点で事業者の選定を
行った。

山田
　�　今の選考委員のあり方では

決定プロセスにおいては誰も
責任をとらない体制ができて
いる。

副町長
　�　このことに関しては内部で

検討したい。
山田
　�　採点結果と審査委員の最終

決定が異なるとは。
副町長
　�　採点結果は優先されるべき

だが、必ず一致するとは申し
上げにくい。

山田
　�　委員は対等だと考える。委

員の投じた点数に従うべく条
例規則を作らないと、要領要
項がひとり歩きしてしまう。

町長
　�　いろいろな角度で提案いた

だいている。今後のありように
ついて検討を深めていきたい。

山田
　�　条例３条に言っていること

以外に重要な視点があるなら
条例を変えるべきだ。
町長
　　検討させていただきたい。
山田
　�　結論として言いたいのは、

条例の設定は自治体が行うこ
とだから、プロポーザル方式
で受託者の選定には条例規則
を設定し、運用の客観性・公
平性を図るべきである。
町長
　　その方向で項目検討したい。

山田道治議員

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

答 ��透明性を高める方向で検討する

問 ��条例を作って運用すべき

　⑦



三朝町の明日に期待

藤井
　�　三朝町運動スポーツ広場に

ついては、現在、野球場、陸
上競技場、多目的スポーツ広
場（未使用のテニスコート）
があるが、多目的スポーツ広
場は、埋め上げて平らにし、
芝を植えてサッカー等も出来
るようにしてはどうか。

教育長
　�　多目的スポーツ広場は、現

在、半面を整備してゲート
ボールの愛好者が定期的に使
用している。

　�　今年度は、ゲートボール、
グラウンドゴルフの愛好者の
方に使っていただくように全
面の整備を考えている。

藤井
　�　現在、野球及びサッカーの

スポーツ少年団は、西小学校
のグラウンドを交代で使用し
ている。

　�　野球場はあるが、サッカー
場は無く、試合場、練習場と
なると、町外へ出向いている。

　�　町に試合会場があれば、収
益や町の発展にもつながると思
う。町内で試合が出来るような
設備を考えていただきたい。

教育長
　�　多目的スポーツ広場は、ス

ポーツ愛好者へのアンケート
の結果、芝生化して鍵をする
ことなく、誰でも（夜間も）
自由に使用できるようにとの
要望もあり、今後整備を図っ
ていかなければと考えてい
る。整備にあたっては、提案
されたことも検討の一つとし
て考えたい。

　�　ふるさと健康むらについて
は、子ども広場とグリーン広
場の２か所に芝生を張り、自
由に利用者が使用できるよう
にすると伺っている。

　�　運動施設の改修として、今
年度は、トレーニングセン
ターの耐震改修に向けた診断
業務、テニスコートのフェン
スの改修の実施予定である。

藤井
　�　スポーツ少年団指導者に対

する支援は。

教育長
　�　現在、指導者の謝金、保険

料、登録料などで６万円程度
の助成を行っており、これは
近隣の町と比べても、平均的
な支援である。

　�　指導者は、地域のボラン
ティアということであり、現
在の助成方法を当面継続と考
えている。

藤井
　�　 ス ポ ー ツ 少 年 団 の ユ ニ

フォーム等は個人負担であ
り、親の負担が大きいと聞く
が、負担軽減策は検討されな
いのか。

教育長
　�　総会等で、そういった要望

は聞いていませんが、保護者、
関係者の意見を聞くことは
やってみたいと思います。

藤井
　�　三朝町内で力いっぱい子ど

もらが将来を目指してスポ少
で頑張っていく、町外に出て
いかなくても、三朝町内で力
いっぱい子どもらが伸び伸び
と運動ができる、たくましい
体づくり等を検討していただ
きたい。

藤井克孝議員

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

答 �①�多目的スポーツ広場をサッカー場にという
意見は、一つの提案として検討する

　�②�スポーツ少年団の支援については、特に要
望は聞いていないが、保護者等の意見を聞
く事はやってみたい

　�③�指導者の支援については、近隣の町と比べ
ても平均的な支援と考える

問 ��三朝町運動広場、スポーツ少年団、指導
者の支援について

　　みささ議会だより　平成25年（2013）７月⑧



7人の議員が一般質問

遠藤
　�　特別栽培コシヒカリ、きぬむ

すめの奨励金について。今年産
米の作付面積が集計されつつあ
る。きぬむすめは37ha くらい植
付が予定されるが、奨励面積を
オーバーする。どの様に奨励金
を配分されるのか。２年連続穀
物検定協会で特 A を取得したが
全体量が少ない。きぬむすめを
推進するなら全面積に奨励金を
出してはどうか。

　�　特別栽培コシヒカリは４年目
になるが作付面積が減っている
と聞く。メリットが少ないから
ではないか。ブランド化を図る
うえで今から減少すると難しく
ないか。
町長
　�　きぬむすめは37ha の植付が予

定されており、作付されたすべ

てのきぬむすめに奨励金を出す
こととする。

　�　特別栽培コシヒカリの作付面
積は近年減少傾向にある。要因
は JA の買い取り価格が一般の
コシヒカリと変わらないことや、
一等米比率が低く、生産者の収
入増につながっていないこと等。
いくらおいしい米を作っても生
産者の収入が増えないと生産意
欲がわかないことは、十分認識
している。

　�　三朝米ブランド化支援事業は
少しでも高く売れる米を作って
農家に還元する趣旨で取り組ん
でいる事業であり、そのことを
改めてしっかり考えたい。

遠藤
　�　高温障害等で二等米が９割を

占めるコシヒカリより、ほとん
ど一等米のきぬむすめをブラン

ド化した方が近道だと思うし、
業者からの引き合いも多いと聞
く。特別栽培コシヒカリを今後
も推進されるのか。
町長
　�　三朝米のブランド化に向けて

はまだまださまざまな課題があ
る。町としてはそれらを一つ一
つ克服しながら、コシヒカリの
付加価値を付けるための特別栽
培の作付奨励、そしてきぬむす
め作付面積の拡大に引き続き取
り組んでいきたい。

遠藤勝太郎議員

農
　
業 答 ��作付されたすべてのきぬむすめに奨励金

を出す

問 ��きぬむすめの作付面積が奨励金配布面積を
オーバーする。どのように配分するのか

遠藤
　�　地大豆・三朝神倉の生産振興

について。現在 JA において三
朝神倉を使って、豆腐、豆乳、
納豆が製造販売され好評であ
る。しかし他の製品を作ろうと
思っても大豆の量が不足すると
いう。三朝の特産品とするなら
絶対量を確保することが大事だ
と思う。大豆の連作障害解消の
ため堆肥を10a 当たり２ｔ投入
すると連作可能で収量も落ちな
い。大豆にも堆肥助成すべきで
はないか。

　�　大豆栽培は夏場の管理が大変
で作付面積が伸びない現状であ
る。絶対量が確保できるまで
思いきった助成が必要ではない
か。

　�　町内では集落毎にワイヤー
メッシュ等の設置が進んでお
り、奥部集落の荒廃農地防止も
兼ねて大豆の作付も検討しては
どうか。
町長
　�　原材料が不足しているため、

製品の生産調整をしているのが
実情。地大豆の生産量を増やす
ことが今後の課題である。生産
者の意見要望を聞き、支援策等
を検討し、生産振興を図ってい
きたい。
遠藤
　�　国の補助金はあるが町独自の

助成金を出す考えはあるか。
町長
　�　町の特産に向けて、実施する

方向で臨む。

遠藤
　�　連作障害解消のため、堆肥の

助成についてはどうか。
町長
　�　先進地事例の話もあり検討す

る。
遠藤
　�　イソフラボン含有量が多い三

朝神倉大豆、特 A 取得のきぬむ
すめと、今チャンスが当面して
いる。今あるチャンスをいかに
生かすか。これは行政の仕事だ
と思う。

　�　今停滞している本町農業を
維持するため、行政も本気で頑
張ってもらいたい。

（その他当初予算の変更について、米の
販路開拓についても質問しました。）

農
　
業 答 ��①実施する方向で臨む

 　②検討する

問 ��①地大豆・三朝神倉の絶対量を確保するため町独自の助成をしてはどうか
　 ②連作障害解消のため堆肥の助成をしてはどうか

　⑨



三朝町の明日に期待

清水
　�　地域子育て支援センターの

事業の、問題点をどう分析さ
れているのか ?
町長
　�　開設日を４月から週５日に、

また、支援サポーターを８人
に増員したところ一ヶ月の利
用者か128人から168人に増加
しています。今後も講座など
の質の向上を図りながら、そ
の役割が十分果たせるよう努
力してまいりたい。

清水
　�　三朝町における子育て支援

というのは何をどうすること
なのか、そしてそれは何ゆえ
に必要とされているのか ?
町長
　�　子育てを取り巻く環境は、

少子化や核家族化の進行、近
所づきあいの減少などによる
地域の連帯感の希薄化など、
大きく変化をしており、本町
においても少子化に歯止めが
かからないのが現状です。こ
うしたことを改善するため妊
娠から成人するまで子育て環
境が整ったまちづくりを進め
てまいりたい。
清水
　�　三朝町において支援セン

ターが十分に機能が果たせる
ためには、他の課の事業予算
ではなく独自の予算が必要だ
と考えるがどうか。?

町長
　�　本町の子育て支援策は多課

にまたがっており、予算も便宜
的にそれぞれ計上しているが、
子育て支援策を束ねる場所とし
て子ども支援局があるが、教育
委員会とも連携をして全体的な
子育て支援策についてあらため
て検証してみたい。
清水
　�　相談員の活動が活発に出来

るような支援や環境整備が必
要ではないか ?

町長
　�　今年度からは、ファミリー

サポートセンターも同施設に
併設して、相互のアドバイザー
が連携が出来る体制としまし
た。これまで以上に家庭のニー
ズの把握が容易となりました。
今後も関係課と連携を深めて
事業内容の充実を図り、支援
サポーターの研修などにも力
を入れていきたい。
清水
　�　町長は、「子どもは地域の宝

である。」といつも言われてい
るが、では、その宝を、どの
ような政策を展開して、どの
ように育てていく考えなのか ?
町長
　�　地域には、豊かな子どもを育

てていく人材や力があります。
今後も、「放課後児童クラブ」
などの支援や地域ボランティ
ア、子育てサークルの育成など
に、力を入れていきたい。

清水
　�　平成23年度に社会教育委員

会から「時代の変化に対応し
たわが町の社会教育の推進方
策について」の答申をどのよ
うに考えているのか ?
町長
　�　答申を受けて、町では、社

会教育に関する講演会等への
助成事業を予算化している。
今後も地域協議会と教育委員
会が協力しながら社会教育活
動を引き続き推進していって
いただきたい。
清水
　�　来年度予算に社会教育委員

会の答申が反映されるような
予算措置をお願いしたい。

清水成眞議員

子
育
て
支
援
策

答 ��多課にまたがっているが、教育委員会とも
連携をして全体的な子育て支援策につい
てあらためて検証したい。

問 ��子育てに関する施策は？

　　みささ議会だより　平成25年（2013）７月⑩



7人の議員が一般質問

吉田
　�　みささ温泉は、美しい川と

清流が流れる川で知られ、多
くの観光客に親しまれて参り
ましたが、いつのころからか
繰り返し起きた大水で土砂が
たまり、その上に葦や雑草が
生えはじめて年々増えて広
がっています。

　�　今では恋谷橋から三朝大橋
間の川幅の半分以上が、また
河原風呂周辺も同じように生
え、三朝大橋から大岩間はびっ
しり葦が生えて、川の流れを
遮るように５か所、６か所に
水が分かれて流れている。

　�　みささ温泉は、橋と川に風
情や情緒があり、その景観を
悪くしているのです。

　�　行政としても何らかの対
応、対策をしなければならな
いのではないか。

町長
　�　三徳川を挟んで、その両岸

に旅館が建ち並ぶ風景は、町
民の皆さんのみならず、多く
の観光客の皆さまにとっても
心身ともに癒される三朝温泉
ならではの貴重な財産であり、
私も将来に向けて守り続けて
いかなければならない大切な
町の宝であると考えます。

　�　この川に土砂が堆積してい
ること、そして年々生え広
がっている葦や雑草がせっか
くの三朝温泉の風景を阻害し

ているというご指摘をいただ
きました。

　�　これまでにも関係者の方々
から、年中きれいな清流が流
れる温泉まちにすることはで
きないものかというご要望を
いただいており、開湯８５０
年を迎える三朝温泉を、さら
に賑わいのある温泉まちにし
ていくためにも、この問題は、
今私たちが力を合わせて解決
していかなければならない課
題であると認識しております。

吉田
　�　来年は開湯８５０年を迎え

ますね、県外から多くの観光
客が、みささ温泉においでい
ただく事を想定すれば、葦と
雑草の撤去を県にしていただ
けるようお願いします。

町長
　�　今年から平成27年度までの

３年間、三朝温泉街の再生に
向けて三朝温泉関係者、地域
の皆さん、県などのご協力も
いただきながら、新たな町づ
くり実行委員会を立ち上げた
ところでございます。

　�　三徳川の問題につきまして
も実行委員会を通じて、葦と
雑草の撤去を、管理をしてい
ただいている鳥取県に対して
要望いたします。

吉田文夫議員

観
　
光 答 ��管理をしていただいている鳥取県に対して

要望をいたします

問 ��恋谷橋から三朝大橋間に生える葦や雑草
で景観が悪く、撤去されてはどうか

雑草の生い茂る三徳川と三朝大橋

　⑪
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は
、

三
朝
温
泉
が
開
湯
し
て
８
５
０
年
と

い
う
記
念
の
年
に
な
り
ま
す
。
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
と

賑
や
か
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

一
番
大
切
な
の
は
、
町
民
全
員
で

「
開
湯
８
５
０
年
」
を
お
祝
い
す
る

雰
囲
気
作
り
だ
と
思
い
ま
す
。
町
民

が
置
い
て
き
ぼ
り
と
な
ら
な
い
よ
う

住
民
の
参
画
が
重
要
で
す
ね
。
皆
さ

ん
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
清
水　

成
眞　

記
）

発
行
責
任
者

　
　

議　
　

長　

牧
田　

武
文

編　

集

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　

杉
原　

憲
靖

　
　

副
委
員
長　

清
水　

成
眞

　
　

委　
　

員　

横
木　

文
雄

　
　

委　
　

員　

吉
田　

文
夫

　
　

委　
　

員　

遠
藤
勝
太
郎

お
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
ひ
と
こ
と

【議案に対する賛否】

議
案
番
号

議員名（議席順）

町長提出議案名

清

水

成

眞

藤

井

克

孝

吉

田

文

夫

福

田

茂

樹

遠
藤
勝
太
郎

平

井

満

博

松

村
　

修

横

木

文

雄

知
久
馬
二
三
子

山

田

道

治

杉

原

憲

靖

牧

田

武

文

結
　
　
果

（５月臨時議会）

42 専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

43 専決処分の承認（町税条例の一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

44 専決処分の承認
（平成24年度一般会計補正予算（第10号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

45 専決処分の承認
（平成24年度下水道事業特別会計補正予算（第２号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

46 平成25年度一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

47 三朝町多目的展示施設の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

48 大瀬地区地籍調査事業に伴う字の区域の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

（６月定例議会）

49 平成25年度一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

50 平成25年度水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

51 三朝町土地開発公社の解散 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※○は議案に対する賛成、●は反対したことを意味しています。
※牧田武文議長を除く11名の賛否状況です。

【陳情】　６月定例会の陳情に対する審査結果です。

件　　　名 提　出　者 審査結果 審査意見

違法な臓器生体移植を禁じることを求める陳情 兵庫県伊丹市　井田敏美 趣旨採択 一自治体だけで判断する範
囲を超えている

地方財政の充実・強化を求める陳情 自治労鳥取県本部
三朝町職員労働組合

採　択
意見書提出

地方交付税の削減は小規模
自治体にとって死活問題

デフレ不況からの脱却と地域経済の振興に向け
て最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求
める陳情

鳥取県労働組合総連合 不採択

全国一律の最低賃金の大幅
引き上げはできない

（最低賃金の引き上げは行う
べきという少数意見あり）

年金2.5％の削減中止を求める陳情 全日本年金者組合鳥取県本部 趣旨採択 将来持続可能な仕組みを検
討すべき

日本の TPP（環太平洋連携協定）交渉への参加
反対を求める陳情 全日本農民組合鳥取県連合会 採　択

意見書提出
参加判断基準の６項目につ
いての説明責任を求める

子ども・子育て支援新制度の導入に関する意見
書提出を求める陳情 鳥取の保育を考える会 趣旨採択 未だ国から新制度の基準等

が示されていない

三朝町議会議員の定数削減を求める陳情 政策塾みささ 継続審査 調査研究に時間を要する

議員定数見直しに関する陳情 三徳地域協議会 継続審査 　　　　　〃

議員定数見直しに関する陳情 竹田地域協議会 継続審査 　　　　　〃
注釈：陳情の審査結果で、即予算がつくものではありません。
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